
 

 

  
第１２回つくばビジネスマッチング会  

つくば発最先端技術 ＩoＴ時代の五感デバイス・認識関連技術  

～視覚、聴覚、触覚、臭覚関連デバイスと認識技術、ＡＩ活用で超高度情報化社会を実現～  
 

 

 

つくば研究支援センターでは、つくばの研究成果やベンチャー企業の新しい技術を大手企業へ紹介すること

を目的に、三井物産および産業技術総合研究所と共催で｢つくばビジネスマッチング会｣を開催します。 

今年度は、ＩｏＴ時代に必要とされる各種デバイスやＡＩの活用などに焦点を絞り、つくばの大学・研

究機関及びつくば発ベンチャー企業から 8件の最先端技術を紹介します。是非御参加下さい。 
 

2017年 2月 7日(火) 13:30～16:30（開場 13:15） 

産業技術総合研究所 臨海副都心センター別館 11 階 (東京都江東区青海 2-4-7) 

 

Program 
13:30  開会 

13:40～ 研究機関 技術発表 

●モイスチャーセンサ＜微小水滴の検出と判別＞ 

：国立研究開発法人物質・材料研究機構国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 

●低電力無線 MEMSセンサの IoTデバイスへの応用 

：国立研究開発法人産業技術総合研究所集積マイクロシステム研究センター 

      ●嗅覚 IoT センサの要素技術開発と産学官連携 

：国立研究開発法人物質・材料研究機構国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 

14:25～ つくば発ベンチャー企業等技術発表 

●実用化に入った「3DHaptics 技術」～触った感触・手ごたえ感といった『体感』をデジタルで 

リアルに表現するプラットフォームの世界展開とビジネス戦略～  ：株式会社ミライセンス 

●真っ暗闇でも、カラー撮影で安心・安全 ～カラー暗視を実現～ 

                             ：株式会社ナノルクス 

●高解像度、広ダイナミックレンジ USB3vision対応 InGaAs近赤外カメラ 

～幅広い分野で計測・医療・監視に活用～     ：アイアールスペック株式会社 

●最先端の音声認識技術を実用化～音声データの収集・検索・分析に活用～ 

     ：Hmcomm 株式会社 

●AI によるスペシャリストの技能継承 / Brain Model（ブレイン・モデル）構築の技術 

：株式会社 LIGHTz（ライツ） 

15:45～  展示・デモ及び面談・名刺交換会（個別ブースにて行います） 

16:30   閉会 

主  催  株式会社つくば研究支援センター・三井物産株式会社・国立研究開発法人産業技術総合研究所 

後  援  茨城県・つくば市・公益財団法人茨城県中小企業振興公社・株式会社日本政策投資銀行 

協 力  株式会社ひたちなかテクノセンター・一般社団法人つくばグローバルイノベーション推進機構 

※後援・協力はすべて予定 

●申し込み方法：別紙申込書にご記入の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込み下さい。 

ＦＡＸ：029-858-6014  E-mail：matching@tsukuba-tci.co.jp 

●お問い合せ先：株式会社つくば研究支援センター 総務企画部 石塚・早瀬・後藤 ＴＥＬ：029-858-6000  

 

先着 150名 参加費無料 
※申込者多数の場合は先着１ ５ ０ 名とさせていただきます 

 

mailto:matching@tsukuba-tci.co.jp


●研究機関・大学 

●13:40～13:53 

国立研究開発法人 物質・材料研究機構 国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 

ナノマテリアル分野 半導体デバイス材料グループ 主席研究員 川喜多 仁 氏 

モイスチャーセンサ＜微小水滴の検出と判別＞ 
 

環境に存在する微小な水滴（モイスチャー）のサ

イズは、結露や肌への浸透といった身近な現象にも

及ぼす影響が大きいが、 従来の湿度計では判別する

ことは不可能であり、結露検出器は目視と同程度の

精度であった。 

そこで、微小な水滴を高精度・高感度・高速で検

出し、サイズを判別する小型センサを開発し、普及

を進めている。本センサを用いることで付着する／

放出される水滴を検出／判別することが可能になる。 

 ＵＲＬ： http://samurai.nims.go.jp/KAWAKITA_Jin-j.html 

 

●13:55～14:08 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 集積マイクロシステム研究センター 

社会実装化センサシステム研究チーム 研究チーム長 小林 健 氏 

低電力無線 MEMSセンサの IoTデバイスへの応用 
 

MEMS（MicroElectroMechanical Sysytems）技術

により実現された超小型の加速度センサ、ジャイ

ロ、マイクなどの MEMSセンサは自動車、スマート

フォンなど、暮らしの中で幅広く活用されている。

MEMS センサの新たな応用として無線回路と組み

合わせて様々な箇所に設置し、センサデータをク

ラウド側に送信してビッグデータとする、IoT デ

バイスへの応用が注目されている。このような

IoT デバイスの実現にあたっては、設置環境に適

した MEMS実装技術と共に、自立電源化、センサ側

での省データ化が課題となっている。今回は、こ

のような課題に対する産総研集積マイクロシステム研究センターの取り組みについて紹介する。 

ＵＲＬ： https://unit.aist.go.jp/umemsme/ci/intro/index.html 

 

●14:10～14:23 

国立研究開発法人 物質・材料研究機構 

国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 ナノライフ分野 

ナノメカニカルセンサグループ 

グループリーダー 吉川 元起 氏 

嗅覚 IoTセンサの要素技術開発と産学官連携 
 

食品・環境・ヘルスケア・安全などへの貢献が期待さ

れている嗅覚 IoT センサの実現に向けて、超小型・超高

感度の新センサ素子「MSS」および各種感応膜を含む関

連要素技術の総合的研究開発を行っている。さらにこの

MSS を軸に最先端のハードとソフトを統合して、嗅覚セ

ンサの業界標準化を目指す産学官連携「MSS アライアンス」を推進している。 

ＵＲＬ： http://y-genki.net/ 

http://samurai.nims.go.jp/KAWAKITA_Jin-j.html
https://unit.aist.go.jp/umemsme/ci/intro/index.html
http://y-genki.net/


8桁

ペルチエ冷却付きInGaAs赤外カメラ
フレームレイト60fps、 USB3vison適合
□50mmｘ100L 400g 波長感度900～1600nm、最小感度10fW/pixels@1550nm
PDのバイアス電圧やビデオアンプ利得を選択することにより、８桁以上のダイナミックレンジを確保した。

8桁

●つくば発ベンチャー企業 技術発表 

●14:25～14:38 

株式会社ミライセンス 代表取締役 香田 夏雄 氏 
 

実用化に入った「3DHaptics技術」 

～触った感触・手ごたえ感といった『体感』をデジタルでリアル

に表現するプラットフォームの世界展開とビジネス戦略～ 
 

ミライセンスは、世界初・独自の 3DHaptics 技術をベースに、様々

な『体感』ソリューションを提供している。3DHaptics 技術は、触っ

た触感や手ごたえ感といった感触をリアルに表現することを可能とす

る唯一の技術である。VR・AR をはじめ、車載、ロボット、医療まで、

様々な分野で『体感』を実現するため、この 3DHaptics 技術の導入が

進んでいる。今回の発表ではミライセンスが研究開発をすすめる

「Haptics プラットフォーム」とそのビジネス展開を解説する。 

ＵＲＬ： http://www.miraisens.com/ 
 
 

●14:40～14:53 

株式会社ナノルクス 代表取締役 祖父江 基史 氏 
 

真っ暗闇でも、カラー撮影で安心・安全 ～カラー暗視を実現～ 
 

真っ暗闇でも、カラー撮影が可能に！ 監視、車運転な

どで安心・安全をお届けする。 

従来の暗視カメラはモノクロでしたが、世界で初めて

赤外線のみでカラー撮影を実現した。当技術を実装した

カラー暗視カメラは、夜、光が全く届かない状況でも、

人の目に見えない赤外線を照射するだけで、鮮明なカラ

ー撮影が可能。 

カメラの仕組みはこれまでと同じなので、技術の実装

が簡単にできる。社会インフラ、防犯、車載など、様々

な分野での活用が期待できる。   

ＵＲＬ： http://www.nanolux.co.jp/ 

 
  

●14:55～15:08 

アイアールスペック株式会社 CTO 小倉 睦郎 氏 

高解像度、広ダイナミックレンジ USB3vision対応 InGaAs近赤外カメラ 

～幅広い分野で計測・医療・監視に活用～ 
 
波長 1～2μm の赤外波長でのセン

シング技術は、透過性に優れ、水や脂

質の認識が可能なことから、環境モニ

タリング、生体認証、無侵襲診断、セ

キュリティ、異物検査、半導体製造装

置など農業、工業および医療分野に

様々な応用が期待される。当社では、

N-well 画素分離構造、微細金バンプ接

合などの新規技術を適用し、高解像度、

高信頼性および広ダイナミックレンジ

特性を持つ、USB3vision対応 InGaAs

近赤外カメラを開発した。 

ＵＲＬ： http://www.irspec.com/ 

http://www.miraisens.com/
http://www.nanolux.co.jp/
http://www.irspec.com/


●15:10～15:23 

Hmcomm株式会社 代表取締役 三本 幸司 氏 
 

最先端の音声認識技術を実用化 

～音声データの収集・検索・分析に活用～ 

 

世界の研究現場で培われている最先端の音声認識技術を国立

研究開発法人産業技術総合研究所の技術移転を受け、音声認識に

特化したプラットフォームとして実用化を行った。本プラットフ

ォームを通じて、膨大な非構造化データの収集、検索、分析が可

能となる。この技術の社会的実用例や今後の展開について、紹介

する。 

ＵＲＬ： http://hmcom.co.jp/ 

 

 

 
 
 
 

●15:25～15:38 

株式会社 LIGHTz（ライツ）  

代表取締役社長 乙部 信吾 氏、CKO 武善 茂知 氏 
 

AIによるスペシャリストの技能継承 / 

 Brain Model（ブレイン・モデル）構築の技術 

 

スペシャリストと呼ばれる業界先駆者や高度技

能者の持つノウハウを 「Brain Model」 という

形式でネットワーク視覚化し、それを教師データ

としたAI（人工知能）構築技術を開発。このノウ

ハウ抽出からカスタマイズ AI の制作、技能継承コンサル

ティングに到るまでの 「汎知化（はんちか）」 サービスに 

『ORINAS（オリナス）』 という名前を付け、製造業、農

業、スポーツ分野等に展開中。現在の AI はビッグデータ

解析型が主流になっているが、当社はスペシャリストの定

点観測的な視点を教師データにすることで少量のスモール

データで回せる安価な AI を実現。将来訪れる 「AI のパ

ーソナル化（個人持ち化）」 に寄与するエンベディッド技

術として期待されている。2016 年 12 月から筑波大学と

AI 応用技術の共同研究を開始。 

ＵＲＬ： http://www.lightz-inc.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

反射材 
CMOS 

カメラ 

CMOS 

カメラ 
●会  場 産業技術総合研究所 臨海副都心センター 別館 11階 (東京都江東区青海 2-4-7) 

●交通案内 新交通ゆりかもめ：「ﾃﾚｺﾑｾﾝﾀｰ」駅下車 徒歩 3分   りんかい線：「東京ﾃﾚﾎﾟｰﾄ」駅下車 徒歩 15分 

https://unit.aist.go.jp/waterfront/access/index.html 
 
※受付にて受付確認票（申込確認後に発行します）を提示して下さい。 

 

【 Brain Model（スペシャリスト思考のネットワーク化）】 

【 ORINASコンセプト（スペシャリスト思考の汎知化/AIへの展開）】 

http://hmcom.co.jp/
http://www.lightz-inc.com/
https://unit.aist.go.jp/waterfront/access/index.html


「第１２回つくばビジネスマッチング会」出席申込書 

 

株式会社 つくば研究支援センター 総務企画部 行 

ＦＡＸ 029-858-6014   

E-mail：matching@tsukuba-tci.co.jp 
 

受付後、受付確認票をＦＡＸにてお送りします。 

※当日は受付確認票を会場受付で係員へご提示願います。 

平成  年  月  日 

 

ふりがな 

申 込 者 

 

会 社 名 

所属・役職 

 

 

住   所 

 

連 絡 先 

〒 

 

 

ＴＥＬ    （     ） 

 

E-mail 

※受付票送り先  ※ＦＡＸ     （    ） 

 

 

※ お送りいただいた情報につきましては取り扱いに細心の注意を払い、ビジネスマッチングの開催及びつく

ばの技術情報等の発信目的にのみ利用いたします。 

※ 会場設営の都合上、２月１日（水）までにお申込下さい。 

※ 定員１５０名に達し次第、締め切りとさせていただきます。 

 

＜お問い合わせ・申込書＞ 

株式会社 つくば研究支援センター 総務企画部 石塚・早瀬・後藤 

〒305-0047 茨城県つくば市千現 2-1-6   ℡ 029-858-6000   Fax 029-858-6014         

                                            20170207 

mailto:matching@tsukuba-tci.co.jp

